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●
甑
島
で
し
か
で
き
な
い
体
験
を
子
ど
も
た
ち
に

「
ウ
ミ
ネ
コ
留
学
制
度
」
の
始
ま
り
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
に
端
を
発
し
て
い
る
。
平
成
七
年
の
国
勢
調
査
で
鹿
島
村
（
当

時
）
の
人
口
が
千
人
を
切
っ
た
。
小
学
生
四
九
人
、
中
学
生
一
九
人

が
在
学
し
て
い
た
が
、「
来
春
、
入
学
す
る
小
学
生
が
一
人
も
い
な
い
。

入
学
式
が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
」
と
の
危
機
感
か
ら
、
村
当
局
の

発
案
に
よ
り
同
年
一
二
月
一
四
日
に
「
ウ
ミ
ネ
コ
留
学
制
度
実
施
委

員
会
規
程
」
を
制
定
し
、
翌
年
一
月
か
ら
留
学
生
の
募
集
を
開
始
し

た
。
留
学
名
称
は
、
鹿
島
断
崖
で
春
に
生
ま
れ
た
ウ
ミ
ネ
コ
幼
鳥
が
、

成
長
し
巣
立
っ
て
い
く
の
に
ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
留
学
生
に
ウ
ミ
ネ
コ
の
餌
付
け
や
、
艪ろ

漕
ぎ
舟
な
ど
鹿
島
地

区
で
し
か
で
き
な
い
体
験
を
し
て
も
ら
お
う
と
の
狙
い
も
あ
っ
た
。

　

初
年
度
（
平
成
八
年
度
）
は
、
新
一
年
生
を
含
む
一
七
名
の
留
学
生

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
心
配
さ
れ
て
い
た
鹿
島
小
学
校
の
入

学
式
は
無
事
に
挙
行
さ
れ
た
。

そ
れ
以
降
も
同
小
学
校
の
入
学

式
は
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
行

わ
れ
て
い
る
。

　

平
成
二
七
年
度
で
二
〇
年
を

迎
え
た
留
学
制
度
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
に
二
二
八
名
の
留
学

生
が
巣
立
っ
て
い
る
。
本
年
度

は
、
二
世
帯
の
家
族
（
親
子
）

留
学
を
含
め
、
計
七
名
の
ウ
ミ

ネ
コ
留
学
生
が
鹿
島
小
学
校
に

いちき
串木野

15km

薩摩川内

上甑島

中甑島

鹿島地区

下甑島

下甑島：薩摩半島の西約45kmの東
シナ海にある甑島列島の南部に位置
する島。面積66.29km2、周囲84.8km、
人口2,334人（平成28年4月1日現在）。
好漁場にめぐまれ、定置網、一本釣り
などによる高級魚の水揚げも多い。島
の北部が鹿島町、南部が下甑町。

ウ
ミ
ネ
コ
留
学
│
│
島
で
大
き
く

成
長
し
て
巣
立
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち

③
下し

も
こ
し
き
じ
ま

甑
島︵
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
︶
│
鹿
島
小
学
校

ウ
ミ
ネ
コ
留
学
制
度
実
施
委
員
会

里親・親子型
離 島 留 学

マダイの放流体験。
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　薩摩川内市鹿島町は、鹿児島
県本土から約30キロメートル離
れた甑

こしき

列島の中部（下甑島の北端）

に位置する人口450人あまりの
地域である。
　鹿島地区は、明治22年4月に
町村制が施行された際には、同
年10月1日より、下甑村藺

い

牟
む

田
た

地区として発足した。しかし、
村役場の所在地である手

て

打
うち

地区
との間が、陸路・海路ともに遠距
離であり、用務を満たすには往復で2泊
3日を要すなど不便が大きく、下甑村か
らの分村要求が繰り返し行われてきた。
大正5年には分村の陳情、昭和21年には、
分村請願書が提出されるなどして、同
24年4月より鹿島村として独立発足した。
　その後、平成の大合併により、離島を
含む合併で注目され、県内第1号として
1市4町4村が合併し、平成16年10月12
日に薩摩川内市が誕生した。ちなみに、
現在では、道路、トンネルなどの開通に
より、手打地区までは車で片道40分の
距離となった。
　鹿島地区西部には、ウミネコが越冬、
繁殖する鹿島断崖があり、夜

よ

萩
はぎ

円
まる

山
やま

公
園からその一部を見ることができる。
この公園は、鹿島断崖の北端に位置す
る高さ約170メートルの断崖の、約8000
万年前の白亜系姫浦層群の連続した地
層が観測できる場所として、学術的にも
貴重である。
　また、ここから東に位置する鳥ノ巣山
展望所は、眼下に東シナ海、藺

い む た せ と

牟田瀬戸
海峡を眺望でき、7月には、薩摩川内市
の市花であるカノコユリの群生が見ら

れることから、観光の名所となっている。
このような手つかずの自然が評価され、
甑島は、平成27年3月に国定公園に指定
された。なお、同海峡では、中甑島と下
甑島をつなぐ藺牟田瀬戸架橋の建設も
進んでおり、これが完成すると甑島列島
が車で縦断できるようになる。長年の夢
であった“甑はひとつ”になるのもそう
遠いことではなくなった。
　鹿島地区では、平成20年3月に、鹿児
島県で初めての恐竜化石として獣脚類
恐竜類（肉食恐竜）の歯と肋骨が見つかっ
た。ほかにも国内初の角竜類恐竜（植物

食恐竜）ケラトプス類の歯や竜脚類恐竜
（同）の歯などさまざまな化石が相次い
で発見されている。同27年には鹿島支
所内に「甑ミュージアム準備室」をオー
プンし、これらを活かした町の活性化に
地区一丸となって取り組んでおり、島内
外からの小中学生を対象とした化石発
掘体験事業なども企画実施している。
同準備室には、鹿島地区を中心に、甑島
で見つかった恐竜など陸の生き物の化
石や、アンモナイトや二枚貝など海の生
き物の化石を展示している。

高さ100m以上の切り立った断崖が約16km連なる鹿島断崖。

雄大な自然と恐竜の化石で有名な下甑島の鹿島地区
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あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
鹿
児
島
県
の
単
独
ソ
フ
ト
事
業
「
特
定
離
島

ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進
事
業
」
を
活
用
し
、
事
業
額
の
七
割
補
助
を

受
け
て
実
施
し
て
い
る
。

　

一
年
間
留
学
し
て
、
さ
ら
に
次
年
度
以
降
も
希
望
す
る
場
合
は
、

継
続
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
際
、
委
託
料
も
継
続
し
て
支
給
さ
れ
る
。

鹿
島
小
学
校
を
卒
業
し
た
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
中
学
校

へ
の
進
学
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
在
、
鹿
島
中
学
校
は

休
校
中
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
下し
も

甑こ
し
き

地
区
の
海か
い
せ
い星

中
学
校
へ
通

学
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ウ
ミ
ネ
コ
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
鹿
島
小
学

校
に
転
入
学
す
る
全
国
の
小
学
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
を
対
象
に
、

児
童
一
三
名
の
確
保
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
直
近
二
年
間
は
定
員

に
達
し
て
い
な
い
。
鹿
児
島
県
の
他
の
離
島
で
も
離
島
留
学
制
度
を

実
施
し
て
お
り
、
重
複
し
て
応
募
す
る
例
が
見
受
け
ら
れ
、
広
報
の

方
法
（
新
し
い
広
報
媒
体
な
ど
）
の
模
索
、
募
集
期
間
の
再
検
討
な
ど
、

実
施
委
員
会
で
の
さ
ら
な
る
協
議
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
里
親
を

引
き
受
け
る
人
数
が
減
少
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
留
学
制
度

の
維
持
が
困
難
に
な
る
と
危
惧
さ
れ
、
新
た
な
里
親
制
度
を
構
築
す

る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

●
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
活
力
の
た
め
に

　

留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
鹿
島
小
学
校
で
は
、「
ウ
ミ
ネ
コ
と

カ
ノ
コ
ユ
リ
と
恐
竜
の
里
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
明
る
い
、

通
っ
て
い
る
。
留
学
制
度
に
よ
り
、
学
校
の
存
続
は
も
ち
ろ
ん
、
ウ

ミ
ネ
コ
留
学
生
と
鹿
島
地
域
の
児
童
・
生
徒
と
の
交
流
に
よ
る
教
育

効
果
の
向
上
も
み
ら
れ
て
い
る
。

●
県
の
事
業
を
活
用
し
た
留
学
制
度

　

ウ
ミ
ネ
コ
留
学
制
度
実
施
委
員
会
は
、
地
区
内
で
留
学
生
を
預
か

る
里
親
を
募
り
、
里
親
に
対
し
、
委
託
制
度
の
下
で
依
頼
し
て
い
る
。

委
託
料
は
、
月
六
万

円
。
保
護
者
（
実
親
）

の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
薩
摩

川
内
市
が
そ
の
半
額

を
補
助
し
て
い
る
。

ま
た
、「
家
族
（
親
子
）

留
学
」
や
、「
孫
戻

し
留
学
」（
島
の
祖
父

母
の
も
と
に
寄
宿
し
通

学
す
る
）
も
あ
り
、

こ
れ
ら
に
対
し
て
も
、

市
か
ら
三
万
円
の
補

助
が
あ
る
。

　

初
年
度
は
、
村
単

独
で
の
委
託
事
業
で

明るく、躍動する鹿島小学校の子どもたち。
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躍
動
す
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
行
う
天
草
採
り
、
ウ
ミ
ネ
コ
の
餌
づ
け
や
漁
師
さ
ん
の
指
導

に
よ
る
定
置
網
漁
の
海
洋
型
体
験
の
実
施
な
ど
は
、
鹿
島
な
ら
で
は

の
学
習
と
い
え
る
。
都
会
で
は
、
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
な
ど
一
人
遊
び
が
多

い
が
、
こ
こ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
な
い
。
全
校
児

童
が
一
緒
に
男
女
・
学
年
関
係
な
く
外
で
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
ほ
う
が

多
く
、
地
元
の
子
ど
も
、
留
学
生
関
係
な
く
仲
良
く
過
ご
し
て
い
る
。

地
域
の
方
々
も
自
分
の
子
・
孫
の
よ
う
に
留
学
生
に
接
し
て
お
り
、

外
で
出
会
え
ば
必
ず
挨
拶
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境

で
育
っ
た
、
ウ
ミ
ネ
コ
留
学
生
は
、
鹿
島
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は

な
く
、
折
に
触
れ
〝
帰
省
〟
し
、
里
親
宅
で
過
ご
し
た
り
、
友
だ
ち

の
家
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
る
。

　制定から21年が経過した薩摩川内市立鹿島小学校のウ
ミネコ留学制度により、235名（現在通学中の児童含む）が本
校に転入学し、地元の子どもたちと学校生活をともにし
てきました。同留学制度は、鹿島地域の里親の方々に生活
を支えていただき通学する里親留学と、児童の父母も鹿
島地域に同行して生活をともにしながら通学する家族（親

子）留学があります。それら留学生の出身地はさまざまで、
平成28年度は、鹿児島県内からの留学生はおらず、神奈
川県、愛知県、福岡県、熊本県の4県から、1年生から6年
生までの計7名が通学し、地元の11名の児童とともに目を
輝かせて学校生活を楽しんでいます。
　留学生やその保護者が、本校での留学生活を希望され
るのは、自然豊かな甑島の地でのびのびと生活したい（さ

せたい）という理由が第一のようです。現在、学校は完全複
式の3学級編制。幼稚園も併設され、学校・幼稚園の敷地
内には、子どもたちの元気で明るい声がこだましています。
小学校の各学級5 ～ 7名での生活は、きめ細やかな指導が
個に応じて行われ、一人一人を大切にした学習活動によっ
て確かな力を身につけられるのも魅力です。少人数の生活
は、個々の責任感も強まり、学校独自で行う異年齢の集団
活動などによって社会性や協調性も培われます。
　また留学希望者からは、本校の特性である「地域に根ざ
した教育」を行っていることも大きいとうかがいます。海
洋型の体験活動の数々は鹿島小学校の代名詞とも称され、
漁船を使ったウミネコの餌付け体験や定置網引揚げの活
動をはじめ、ところてんの材料である天草採り体験など、
海や海の恵みを素材にした内容を教育課程に位置づけて
います。子どもたちの心や体をたくましく成長させてくれ
るこうした体験活動は、PTA組織や地域コミュニティー
の組織的な協力体制によって運営され、地域と学校が一
体となって取り組まれています。
　過疎化する離島の小さな漁村に、温かい人の心が通い
合い、子どもたちが純粋な心を保って生活できる場がある
ことは、そのすべてが鹿島の宝であるといえるでしょう。

（薩摩川内市立鹿島小学校　校長　德石秀二）

◆学校からみた離島留学◆
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ウ
ミ
ネ
コ
の
幼
鳥
が
こ
こ
鹿
島
で
立
派
に
育
ち
巣
立
っ
て
い
く
よ

う
に
、
ウ
ミ
ネ
コ
留
学
生
も
一
年
で
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
へ
と
帰
っ
て
い
く
。
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が

進
む
な
か
、
留
学
生
の
確
保
も
年
々

困
難
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

明
る
い
学
校
づ
く
り
、
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
や
賑
や
か
な
声
を
絶
や
さ
な
い

こ
と
が
、
私
た
ち
地
域
住
民
に
課
せ

ら
れ
た
責
務
と
考
え
て
い
る
。

　私は、ウミネコ留学制度実施委員会の会長を務めるとともに、里親
として留学生を預かっております。鹿島小学校の児童数の減少に端を
発したこの事業の立ち上げに、当初から村役場職員として携わってま
いりました。
　同制度の設立にあたっては、初めての試みでもあり、里親として留学
生を受け入れてくれる家族があるか、また、実親も離島での生活に、はた
して安心して子どもを預けてくれるかなど、いろいろな心配がありました。
　当時、鹿島村には村立の小学校・中学校がともに一校。近い将来子
どもたちが減少してさびれていくのではないかと危機感を抱き、どう
しても留学制度を立ち上げなければならないと思いました。発足して
からも、里親の担い手不足や留学希望者の減少など紆余曲折ありまし
たが、20年以上経過し、ようやく定着したと実感しております。
　わが家も里親として、平成16年度から留学生を受け入れてまいりま
した。遠くは群馬県からの留学生、多いときは同時に3人を受け入れ、
すでに26人がわが家を巣立っていきました。現在も1人の留学生を受
け入れています。
　その中には、出身地でいじめを受けていた子どもなど、さまざまな
理由のため留学をさせる実親もありました。その子どもたちも、学校
や地域の方々の協力、里親の家庭での教育、自身の努力により、立ち
直って巣立っていきました。いまでは立派な社会人となっています。
　大きく成長した留学生の姿を見るとき、里親としてなんとか責任を果
たすことができたという満足感があり、とても嬉しい気持ちになります。
　これからも、留学生の成長を楽しみに、また、鹿島小学校がいつまで
も存続することを願い、引き続き里親として子どもたちを受け入れてま
いりたいと思います。� （ウミネコ留学制度実施委員会　会長　中野重洋）

◆里親からみた離島留学◆

ウミネコの餌付け体験。

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
地
域
の
た
め
に
も
、
こ
こ
鹿
島
で
し

か
体
験
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
の
ウ
ミ
ネ
コ
留
学
制
度

が
、
三
〇
年
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　それは、母親が小さな新聞の記事を
見つけたことから始まった。記事の内容
は、親元を離れ、漁村で１年を過ごす

「ウミネコ留学生」の第１期生を募集す
るというものだった。当時、私たちは横
浜に暮らしていたが、父母ともに「きっ
と良い経験になる」と背中を押してくれ
た。父親が五島列島で育ったこともその
大きな要因だったと思う。こうして中
学1年生となる私と、小学校5年生にな
る妹の2人の留学が決まった（※当時は鹿

島中学校があり、留学を実施していた）。
　下甑島の鹿島村で過ごした1年間に
思いを馳せると、数々の映像がいまだ
鮮やかに浮かんでくる。見たこともない
蒼さと透明度を誇る海と、その中を泳ぐ
色鮮やかな魚たち。島の上を吹き抜け
ていく潮風の力強さ。最初はほんのりと
白く、突然正視できないほど眩しく輝き
だす朝日。水平線に沈む夕陽が刻々と
変える空の色。夜空一面に輝く星々。大
自然の威厳と美しさに心奪われ、暇な
時、泣きたい時、何かにつけ海岸に足を
運び、時間を忘れていつまでも眺めて
いたことを思い出す。
  島での生活は、とにかく人と人との距
離が近いのが印象的だった。すれ違う
人は、必ず挨拶をする。先輩のことは

「兄ちゃん」「姉ちゃん」と呼ぶ。明るく
働き者のおばあちゃんたちは、日焼けし
た頬をにっこりさせながら、そばを通る
たびに「いま帰り？」と、声をかけてく
れた。近所のおばあちゃんがよくつくっ
てくれた紫芋の甘いコロッケや、ガネン
テ（蟹の足に似た芋の揚げ物）の味を今でも
思い出す。

　当時ほど規則正しく、一心に勉強や
部活に打ち込んだ日々はなかった。お
茶目だけど生活態度やマナーに関して
は、本当に厳しかった里親のおっちゃ
ん、おばちゃん。彼らの指導により、い
ままで親に甘えていた私に、自分のこと
は自分でやる習慣が身についた。村に1
校の中学校は全校生徒28名。部活はバ
レー部しかなく、毎日全員で練習に参加
した。厳しい練習メニューを必死にこな
すことで、仲間の結束は強くなった。と
くに女子同士は、まるで戦友のようだ。
ヘトヘトになって家で食べるご飯は猛
烈に美味しく、疲れ果てて良く眠れた。
  留学生活を通して、私は大自然の偉大
さ、人と人との距離が近いことの素晴ら
しさ、規律正しい生活の心地よさ、逃げ
ずに自分自身や人と向き合うしんどさ
を解決したときの感動、そして両親への
感謝を学んだ。
  あれから20年、2児（もうすぐ3児）の母
となり、あらためて実感するのは、子を
送り出す親も、親元を離れる子も、迎え
る里親も、みんな勇気が必要だというこ
と。もし何かがあったら……。その心
配は、愛情であり、責任感である。しか
し、子どもの人生すべてに親がついて
いけるわけではない。子が自分の足で
立ち、自身の頭で考えて行動していくこ
とが、その子の財産となっていく。いま
思うと、両親や里親さん、島の人たちの
大きな信頼と愛情があったからこその
留学生活だったと、頭が下がる。鹿島で
の1年は、いまも私の財産だ。

（ウミネコ留学第1期生　渡辺敏江）

◆留学生からみた離島留学①◆
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　私は、いまから19年前にウミネコ留
学生2期生として、中学3年生の1年間
を里親さんのもと、鹿島で過ごしました。
　ウミネコ留学を終えてからも学生のう
ちは、時間を見つけては島へ遊びに帰っ
ていましたが、就職など生活の変化とと
もに島へ行く機会は減っていきました。
結婚を契機に、中国での生活となったた
め、なかなか島へ帰ることができなくな
りましたが、当時お世話になっていた里
親さんとはずっと連絡を取り合っており、
いまでも本当の親のように接していただ
いています。思えば、当時思春期だった
私と突然一緒に暮らすことになり、大変
な気苦労があったのではないかと思いま
す。それでも実の子のようによくしてい
ただき、本当に感謝しています。
　今年、5年ぶりに島へ帰省しました。
80歳を過ぎ高齢となった里親さんに3
歳になる娘を紹介すること、そして自然
とは遠い環境で生活している私の娘に
島の雄大な自然を体験させることが目
的でした。娘は、初めての海水浴や貝殻
拾いに夢中になりました。

　今回は、ウミネコ留学時代から仲良く
していた鹿島の友人がちょうど帰省す
るタイミングだったので、彼女の自宅に
泊めていただきました。当時中学生だっ
た私と友人が、お互い子どもを連れて再
会するというのは、感慨深いものでした。
　母親になって、あらためて子どもには
たくさんの自然とふれあって育ってほ
しい、人々の温かさにふれ、それを学ん
でほしい、という思いを強くしました。
娘が楽しそうに島で過ごしている姿を
見て、親子2代でウミネコ留学生として
島へ戻ってくるのもいいかな、という気
持ちにもなりました。
　島を離れても、ふとした瞬間に思い出
す島はいつも美しく、島の人々はいつも
私を応援してくれているような気がし
ます。島で得た友人たち、経験や思い出
は、その後の人生において、大きな心の
支えとなりました。また、大人になって
からも里親さんや島とつながり、新たな
思い出を増やしていくことのできるウ
ミネコ留学制度に大変感謝しています。

（ウミネコ留学第2期生　野口槙子）

◆留学生からみた離島留学②◆

7月にはカノコユリの群生を見ることができる。




